
 開催日：11月14日（火）13:30～15:30 （※受付開始 13:00～）
「建設ライフサイクルを通した3次元データ活用」セミナー

※ご受講にはネットワーク環境が必要です。

【個人情報の取扱いについて】福井コンピュータ株式会社（以下当社）は、取得した個人情報について下記の利用目的の範囲内で適切かつ安全に取扱いを致します。【利用目的】①お客様が希望
されるサービス提供のため。②当社の商品・サポート情報を、お客様へ電話・メール・DM等により情報提供するため。【第三者提供】 お客様の同意又は法令に基づく場合を除き、第三者に提供するこ
とはありません。【委託】 委託を行う場合は、個人情報保護に関する契約を締結した事業者へ行います。【請求等及びお問合せ】利用目的の通知、開示、内容の訂正、追加又は削除、利用の停止
に関する請求は所定の手続きを経て応じます。なお、請求方法及び問い合せにつきましては下記の問い合わせ窓口までご連絡願います。【任意性】 個人情報のご提供は任意です。ご提供頂けない
場合には本来の適正な対応が出来ない等の不具合が生じる場合があります。【本人が容易に認識できない方法による個人情報の取得】本人が容易に認識できない方法による個人情報の取得は行
いません。【個人情報の請求等及びお問合せに関する窓口】福井コンピュータ株式会社 個人情報管理責任者（0570-039-291） 発信元：333-2310

●お電話でのお問合せは 【福井コンピュータグループ総合案内】

0570-039-291

お客様各位

https://const.fukuicompu.co.jp/event/index.php

福井コンピュータ オンラインイベント

セミナー参加お申込みはWEBで！
スマホから簡単
お申込みOK

FCオンラインFORUM 開催のご案内

【第1部】
製品セミナー

13:30～14:00

【第2部】
製品セミナー

14:00～14:20

【第3部】
事例セミナー

14:30～15:00

【第4部】
製品セミナー

15:00～15:30

「3次元地形測量」について

解説‼ 「3次元モデル作成」
3次元データ作成（橋脚データ作成）をメインにIFCファイルでのデータ
の分類、モデル以外の情報の活用等について説明します。又、3次元
地形データや点群データといった現況を取り込み設計段階で求められ
ている施工検討での利活用についてご紹介します。

『施工における3次元データの活用事例』のご紹介

株式会社アースシフト 建設部
課長 佐藤 孝造 氏

建設ライフサイクルの上流に位置する測量フェーズでの3次元データ作成を10月17日にリリースしました新バージョン
の測量システム「TREND-ONE」と3D点群処理システム「TREND-POINT」 を使ってご紹介。建物や構造物等
の情報も入力することで設計フェーズの活用を促進します。

福井コンピュータ株式会社 事業本部 営業推進課
課長 中村 健二郞

「差分解析および橋梁点検・BIM/CIMの活用を実例を交えてご紹介します。

福井コンピュータが提案するBIM/CIMデータの利活用
令和５年度よりBIM/CIM原則適用。３次元モデルの活用が義務化されました。施工段階ではモデルの活用から
成果物の納品まで、BIM/CIMにどう取り組むべきか。TREND-CORE・CIMPHONY PlusによるBIM/CIM実現
をご提案します。

福井コンピュータ株式会社
建設インフラ商品開発室

エキスパート 浅田 一央

福井コンピュータ株式会社 測量地籍商品開発室
エキスパート 西川 晃

・現場事例１：橋梁補修工事
・現場事例２：橋梁補強工事
・現場事例３：橋梁点検業務
・現場事例４：CIMの活用

◀【データ出典】図面：My City Construction・［静岡県 浜松土木事務所］・［令和3年度［第32-K2898-01号］二級河川馬込川
国土強靭化対策（総合流域防災）に伴う測量・設計業務委託］ 点群：VIRTUAL SHIZUOKA、バーチャル静岡 CC BY 4.0/ODbL

▼出典：buildingSMART Japan、ARデータ提供：一般国道５号 仁木町町道２番地通橋下部工事請負者：阿部建設株式会社


